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目
　
　
次

�

ペ
ー
ジ

規

則

〇
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
中
小
企
業
支
援
室
）　
　

一

告

示

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
の
届
出�

（
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

一

公

告

〇
令
和
二
年
度
自
衛
官
候
補
生
の
募
集�

（
市
町
村
課
）　
　

二

規

則

　

中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
七
月
二
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
八
十
八
号

　
　
　
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
宮
城
県
規
則
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
第
五
項
中
「
〇
・
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
〇
・
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。　　

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
後
の
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
の
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
以
後
に
貸
付
け
の
決
定
を
受
け
た

高
度
化
資
金
又
は
機
構
貸
付
資
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
貸
付
け
の
決
定
を
受
け
た
高
度
化
資
金
又
は
機
構

貸
付
資
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
二
十
八
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
白
石
市
土
地
改
良
区

役
員
の
就
任
及
び
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
七
月
二
十
七
日

�

宮
城
県
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

笹　
　

出　
　

陽　
　

康　
　
　

一　

就
任
し
た
者

就
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

令
和
二
年
七
月
一
日

阿　

部　
　
　

忠

白
石
市
大
平
森
合
字
清
水
田
五
十
一
番
地

二

理　

事

令
和
二
年
七
月
一
日

佐　

竹　
　
　

勝

白
石
市
福
岡
蔵
本
字
中
原
四
番
地
五

理　

事

令
和
二
年
七
月
一
日

八　

島　

孝　

夫

白
石
市
越
河
字
箒
沢
四
十
九
番
地

理　

事

令
和
二
年
七
月
一
日

山　

崎　
　
　

廣

白
石
市
斎
川
字
町
尻
南
三
番
地

理　

事

令
和
二
年
七
月
一
日

山　

谷　
　
　

清

白
石
市
福
岡
長
袋
字
陣
馬
屋
敷
四
十
八
番

地

理　

事

令
和
二
年
七
月
一
日

志　

村　

文　

夫

白
石
市
福
岡
深
谷
字
地
蔵
堂
百
十
番
地

理　

事

令
和
二
年
七
月
一
日

日　

下　

正　

彦

白
石
市
福
岡
八
宮
字
上
ノ
山
九
番
地
二

理　

事

令
和
二
年
七
月
一
日

遠　

藤　

友
三
郎

白
石
市
大
鷹
沢
三
沢
字
落
合
九
十
番
地

理　

事

令
和
二
年
七
月
一
日

佐　

藤　

憲　

治

白
石
市
大
平
森
合
字
森
合
沖
百
四
番
地
三

理　

事

令
和
二
年
七
月
一
日

安　

藤　

佳　

生

白
石
市
越
河
五
賀
字
八
幡
六
十
六
番
地
一

理　

事

令
和
二
年
七
月
一
日

半　

田　
　
　

仁

白
石
市
郡
山
字
弥
陀
内
四
番
地

理　

事

令
和
二
年
七
月
一
日

吉　

野　

征
四
郎

白
石
市
字
堂
場
前
百
四
十
三
番
地

理　

事

令
和
二
年
七
月
一
日

村　

上　

仁　

志

白
石
市
大
平
中
目
字
桂
坂
八
番
地

監　

事
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令
和
二
年
七
月
一
日

佐　

藤　

一　

郎

白
石
市
越
河
平
字
中
妻
二
十
五
番
地
二

監　

事

令
和
二
年
七
月
一
日

佐　

藤　

浩　

志

白
石
市
福
岡
深
谷
字
地
蔵
堂
二
十
二
番
地

監　

事

令
和
二
年
七
月
一
日

小　

室　

茂　

雄

白
石
市
小
原
字
金
坪
三
十
四
番
地

監　

事

二　

退
任
し
た
者

退
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

令
和
二
年
六
月
三
十
日

佐
々
木　

正　

幸

白
石
市
福
岡
長
袋
字
河
原
沢
三
番
地

理　

事

令
和
二
年
六
月
三
十
日

阿　

部　
　
　

忠

白
石
市
大
平
森
合
字
清
水
田
五
十
一
番
地

二

理　

事

令
和
二
年
六
月
三
十
日

佐　

竹　
　
　

勝

白
石
市
福
岡
蔵
本
字
中
原
四
番
地
五

理　

事

令
和
二
年
六
月
三
十
日

八　

島　

孝　

夫

白
石
市
越
河
字
箒
沢
四
十
九
番
地

理　

事

令
和
二
年
六
月
三
十
日

山　

崎　
　
　

廣

白
石
市
斎
川
字
町
尻
南
三
番
地

理　

事

令
和
二
年
六
月
三
十
日

志　

村　

文　

夫

白
石
市
福
岡
深
谷
字
地
蔵
堂
百
十
番
地

理　

事

令
和
二
年
六
月
三
十
日

日　

下　

正　

彦

白
石
市
福
岡
八
宮
字
上
ノ
山
九
番
地
二

理　

事

令
和
二
年
六
月
三
十
日

遠　

藤　

友
三
郎

白
石
市
大
鷹
沢
三
沢
字
落
合
九
十
番
地

理　

事

令
和
二
年
六
月
三
十
日

佐　

藤　

憲　

治

白
石
市
大
平
森
合
字
森
合
沖
百
四
番
地
三

理　

事

令
和
二
年
六
月
三
十
日

安　

藤　

佳　

生

白
石
市
越
河
五
賀
字
八
幡
六
十
六
番
地
一

理　

事

令
和
二
年
六
月
三
十
日

半　

田　
　
　

仁

白
石
市
郡
山
字
弥
陀
内
四
番
地

理　

事

令
和
二
年
六
月
三
十
日

吉　

野　

征
四
郎

白
石
市
字
堂
場
前
百
四
十
三
番
地

理　

事

令
和
二
年
六
月
三
十
日

菅　

野　

浩　

一

白
石
市
福
岡
深
谷
字
鳥
越
十
四
番
地

監　

事

令
和
二
年
六
月
三
十
日

村　

上　

仁　

志

白
石
市
大
平
中
目
字
桂
坂
八
番
地

監　

事

令
和
二
年
六
月
三
十
日

佐　

藤　

一　

郎

白
石
市
越
河
平
字
中
妻
二
十
五
番
地
二

監　

事

公

告

〇
自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
第
百
十
四
条
、
第
百
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
十
八
条

の
規
定
に
よ
り
、
陸
上
自
衛
隊
、
海
上
自
衛
隊
及
び
航
空
自
衛
隊
の
自
衛
官
候
補
生
と
し
て
採
用
す
る
隊
員
の
募
集
期

間
、
試
験
期
日
、
試
験
場
の
位
置
及
び
名
称
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

　
　

令
和
二
年
七
月
二
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

募
集
種
目

　

㈠　

自
衛
官
候
補
生

　

㈡　

一
般
曹
候
補
生
（
一
次
試
験
）

　

㈢　

航
空
学
生
（
一
次
試
験
）

二　

募
集
期
間

　

㈠　

第
三
回　

令
和
二
年
八
月
十
六
日
（
日
）
ま
で

　
　
　

第
四
回　

令
和
二
年
九
月
十
日
（
木
）
ま
で

　

㈡　

令
和
二
年
九
月
十
日
（
木
）
ま
で

　

㈢　

令
和
二
年
九
月
十
日
（
木
）
ま
で

三　

試
験
期
日

　

㈠　

第
三
回　

令
和
二
年
八
月
二
十
二
日
（
土
）・
二
十
三
日
（
日
）（
う
ち
一
日
を
指
定
）

　
　
　

第
四
回　

�

令
和
二
年
九
月
二
十
一
日
（
月
）・
二
十
四
日
（
木
）・
二
十
五
日
（
金
）・
二
十
八
日
（
月
）（
う
ち

一
日
を
指
定
）

　

㈡　

令
和
二
年
九
月
十
八
日
（
金
）・
十
九
日
（
土
）・
二
十
日
（
日
）（
う
ち
一
日
を
指
定
）

　

㈢　

令
和
二
年
九
月
二
十
二
日
（
火
）

四　

試
験
種
目

　

㈠　

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
地
理
歴
史
及
び
公
民
、
作
文
）、
口
述
試
験
、
適
性
検
査
及
び
身
体
検
査

　

㈡　

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
英
語
、
作
文
）、
適
性
検
査

　

㈢　

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
英
語
、
地
理
歴
史
、
公
民
又
は
理
科
）、
適
性
検
査

五　

試
験
場
の
位
置
及
び
名
称

　
　

受
験
案
内
に
よ
り
通
知
す
る
。


